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平成 20 年 3 月期第 3 四半期業績速報及び 

平成 19 年 3 月期第 3 四半期業績との変動に関するお知らせ 
 
 当社の平成 20 年３月期第３四半期（平成 19 年４月１日～平成 19 年 12 月 31 日）の業績につきまし
ては、平成 20 年１月下旬予定の正式発表に向け、現在集計中であります。しかしながら、株主をはじ
め、投資家の皆様に対して適時適切な情報開示を積極的に行うため、当第３四半期業績の速報値につ
きまして、下記のとおりお知らせいたします。 
 また、当第３四半期業績につきまして、平成 19 年 3月期第３四半期の実績と比較して適時開示規則
に定める目安以上の変動が見込まれることとなりましたので、合わせてお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 20 年 3月期第３四半期の業績速報値（非連結） 

（単位：百万円） 

 営業収益 営業利益 経常利益 
四半期(当期)

純利益 

平成20年 3月期第３四半期速報 （Ａ） ６９８ △１７５ △１７５ △９ 

平成19年 3月期第３四半期実績 （Ｂ） ７７７ △１６６ △１９４ △１３２ 

増  減  額             （Ａ－Ｂ） △７９ △９ １８ １２３ 

増 減 率              （％） △１０．２ ― ― ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 19 年３月期） 

９９８ △２４１ △２６８ △２０４ 

 

２．平成 19 年 3 月期第３四半期業績との変動について 

 当第３四半期におきましては、国内商品先物市場において全国商品取引所出来高（オプション取
引含む）が 5,478 万枚（前年同期比 17.5％減）に減少するなど資金離れが進んだこと、加えて 8月
の急激な円高に伴う商品先物市況の急落により損失を被りその後の取引を手控えた委託者が少なく
なかったことを主な要因として、当社における商品取引受託業務に係る委託売買高が 889 千枚（前
年同期比 24.6％減）となり、前年同期実績を下回る見込みであります。 
 この結果、営業収益は前年同期から 79 百万円減少し 698 百万円（同 10.2％減）となる見込みです
が、費用の削減に努めたことにより営業損失 175 百万円（前年同期は 166 百万円の損失）、経常損失
175 百万円（前年同期は 194 百万円の損失）、商品取引責任準備金戻入額 168 百万円を特別利益に計
上することにより四半期純損失 9 百万円(前年同期は 132 百万円の損失）となる見込みであります。 



 
（ご参考）四半期推移 

 

◆平成 20 年３月期    （単位未満切捨て）

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 

(速報値) 

第４四半期 

 百万円 百万円 百万円 百万円

営業収益 ２５１ ２２０ ２２７  

営業利益 △４１ △７１ △６２  

経常利益 △４１ △７０ △６２  

当期（四半期）純利益 △４１ △７１ １０４  

 

◆平成 19 年３月期    （単位未満切捨て）

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 
 百万円 百万円 百万円 百万円

営業収益 ２８６ ２５４ ２３６ ２２０ 

営業利益 △３０ △７０ △６４ △７５ 

経常利益 △５２ △７７ △６４ △７４ 

当期（四半期）純利益 △３１ △４６ △５３ △７２ 

 
※上記記載金額は百万円未満を切捨てて表示しております。 
※上記の速報値につきましては、現時点での合理的な判断による速報値であり、最終的な確定数値と

は異なる可能性があります。 
 

以  上 


